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「主体的・対話的で深い学びが必要な学習内容」は，上位３つまで複数回答可で，五年生の「三角形・平
行四辺形・ひし形・台形の面積」が９人（30.0％）であった。その理由として，９人のうち８人（88.9％）
が「多様な考え方があり話し合いやすい」を選択した。
「授業での指導のしやすさ」と「主体的・対話的で深い学びの必要性」に関連性が見込まれる小学校算数
の学習内容として統計的に有意なものはみられなかった。

DATA4-① 　�主体的・対話的で深い学びが実践できている（実施が必要だと思われる）学習内容との関
連性について（小学校算数）

第4章　新時代に対応した独自の視点

Q 既に主体的・対話的で深い学びが実践できている学習内容，またこれから実施が必要だと思われる
学習内容とその理由を挙げてください。（小学校算数）（D-６）

Q 授業で指導しやすい（児童生徒が理解しやすい）と感じる学習内容とその理由を挙げてください。（小
学校算数）（D-２）
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53

0（％）20（％）40（％）60（％） 60（％）40（％）20（％）0（％）

数と計算 図形 測定 データの活用

100までの数

1位数の加法と減法

平面図形の構成と分解

立体図形の構成と分解

量の大きさの直接比較・間接比較

任意単位を用いた大きさ

時刻の読み方

絵や図を用いた数量表現

十進位取り記数法

数の相対的な大きさ

2位数の加法と減法

加法と減法の相互関係

乗法九九

三角形，四角形

直角三角形

長方形，正方形

長さやかさの単位

時間の単位

簡単な表やグラフ

整数の加法と減法

整数の乗法

小数の加法と減法

□を用いた式

円，球

正三角形，二等辺三角形

角

長さや重さの単位

時刻や時間の計算

表，棒グラフ

複数の棒グラフを組み合わせたグラフ 0.0（％）

3.3（％）

0.0（％）

6.7（％）

0.0（％）

10.0（％）

0.0（％）

6.7（％）

0.0（％）

0.0（％）

0.0（％）

0.0（％）

0.0（％）

6.7（％）

3.3（％）

0.0（％）

6.7（％）

6.7（％）

0.0（％）

3.3（％）

0.0（％）

3.3（％）

0.0（％）

0.0（％）

0.0（％）

3.3（％）

0.0（％）

3.3（％）

6.7（％）

3.3（％）

0.0（％）

3.3（％）

0.0（％）

0.0（％）

0.0（％）

3.3（％）

0.0（％）

3.3（％）

3.3（％）

0.0（％）

10.0（％）

13.3（％）

0.0（％）

3.3（％）

3.3（％）

0.0（％）

13.3（％）

23.3（％）

0.0（％）

0.0（％）

0.0（％）

0.0（％）

3.3（％）

0.0（％）

3.3（％）

0.0（％）

0.0（％）

3.3（％）

13.3（％）

10.0（％）

三年生

二年生

一年生

主体的・対話的で深い学びが必要な学習内容
（上位 3つまで複数回答可）［N＝30］

授業で指導しやすいと感じる学習内容
（上位 3つまで複数回答可）［N＝30］
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0（％）20（％）40（％）60（％） 60（％）40（％）20（％）0（％）

数と計算 図形 変化と関係 データの活用

概数と四捨五入
整数の除法

小数×整数，小数÷整数
同分母分数の加法と減法

（　）を用いた式
垂直と平行，台形，平行四辺形，ひし形

直方体，立方体
面積の単位，角の大きさの単位

長方形・正方形の面積
メートル法の単位の仕組み

伴って変わる 2つの数量関係
折れ線グラフ

二次元表，複数系列のグラフ
複数のグラフを組み合わせたグラフ

偶数・奇数，倍数・約数
小数×小数，小数÷小数
異分母分数の加法と減法

図形の合同，正多角形，円周率
角柱と円柱

三角形・平行四辺形・ひし形・台形の面積
体積の単位，直方体・立方体の体積

異種の 2つの量の割合
単位量当たりの大きさ，速さ

同種の 2つの量の割合，百分率
円グラフ，帯グラフ

複数の帯グラフの比較
統計的な問題解決の方法

測定値の平均
分数の乗法，分数の除法

文字を用いた式
線対称，点対称

縮図と拡大図，円の面積
角柱・円柱の体積

比
比例・反比例

データの平均値，中央値，最頻値
度数分布表

起こりうる場合 0.0（％）
3.3（％）
3.3（％）

0.0（％）
10.0（％）

3.3（％）
0.0（％）
3.3（％）

0.0（％）
6.7（％）

3.3（％）
0.0（％）
0.0（％）

6.7（％）
3.3（％）
3.3（％）

0.0（％）
0.0（％）

6.7（％）
3.3（％）

0.0（％）
3.3（％）
3.3（％）
3.3（％）

0.0（％）
0.0（％）
3.3（％）

0.0（％）
0.0（％）

16.7（％）
3.3（％）
3.3（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
3.3（％）
6.7（％）

3.3（％）

0.0（％）
3.3（％）
3.3（％）
0.0（％）

3.3（％）
0.0（％）

10.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

6.7（％）
3.3（％）
3.3（％）
3.3（％）
0.0（％）

6.7（％）
6.7（％）

0.0（％）
6.7（％）

30.0（％）
0.0（％）

6.7（％）
3.3（％）
3.3（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

3.3（％）
0.0（％）
0.0（％）

10.0（％）
3.3（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

3.3（％）
0.0（％）

六年生

五年生

四年生

主体的・対話的で深い学びが必要な学習内容
（上位 3つまで複数回答可）［N＝30］

授業で指導しやすいと感じる学習内容
（上位 3つまで複数回答可）［N＝30］
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0（％）20（％）40（％）60（％） 60（％）40（％）20（％）0（％）

数と計算 図形 変化と関係 データの活用

概数と四捨五入
整数の除法

小数×整数，小数÷整数
同分母分数の加法と減法

（　）を用いた式
垂直と平行，台形，平行四辺形，ひし形

直方体，立方体
面積の単位，角の大きさの単位

長方形・正方形の面積
メートル法の単位の仕組み

伴って変わる 2つの数量関係
折れ線グラフ

二次元表，複数系列のグラフ
複数のグラフを組み合わせたグラフ

偶数・奇数，倍数・約数
小数×小数，小数÷小数
異分母分数の加法と減法

図形の合同，正多角形，円周率
角柱と円柱

三角形・平行四辺形・ひし形・台形の面積
体積の単位，直方体・立方体の体積

異種の 2つの量の割合
単位量当たりの大きさ，速さ

同種の 2つの量の割合，百分率
円グラフ，帯グラフ

複数の帯グラフの比較
統計的な問題解決の方法

測定値の平均
分数の乗法，分数の除法

文字を用いた式
線対称，点対称

縮図と拡大図，円の面積
角柱・円柱の体積

比
比例・反比例

データの平均値，中央値，最頻値
度数分布表

起こりうる場合 0.0（％）
3.3（％）
3.3（％）

0.0（％）
10.0（％）

3.3（％）
0.0（％）
3.3（％）

0.0（％）
6.7（％）

3.3（％）
0.0（％）
0.0（％）

6.7（％）
3.3（％）
3.3（％）

0.0（％）
0.0（％）

6.7（％）
3.3（％）

0.0（％）
3.3（％）
3.3（％）
3.3（％）

0.0（％）
0.0（％）
3.3（％）

0.0（％）
0.0（％）

16.7（％）
3.3（％）
3.3（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
3.3（％）
6.7（％）

3.3（％）

0.0（％）
3.3（％）
3.3（％）
0.0（％）

3.3（％）
0.0（％）

10.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

6.7（％）
3.3（％）
3.3（％）
3.3（％）
0.0（％）

6.7（％）
6.7（％）

0.0（％）
6.7（％）

30.0（％）
0.0（％）

6.7（％）
3.3（％）
3.3（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

3.3（％）
0.0（％）
0.0（％）

10.0（％）
3.3（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

3.3（％）
0.0（％）

六年生

五年生

四年生

主体的・対話的で深い学びが必要な学習内容
（上位 3つまで複数回答可）［N＝30］

授業で指導しやすいと感じる学習内容
（上位 3つまで複数回答可）［N＝30］
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0（％） 20（％） 40（％） 60（％） 80（％） 100（％）

時間が確保できる

多様な発表につながる

学習内容の関連づけがしやすい

個別にじっくりと追究しやすい

多様な考え方があり話し合いやすい

児童生徒にとって身近で興味関心が高い

0（％） 20（％） 40（％） 60（％） 80（％） 100（％）

最上段：三角形・平行四辺形・ひし形・台形の面積［N＝9］
中上段：長方形・正方形の面積［N＝3］
中下段：正三角形，二等辺三角形［N＝3］
最下段：縮図と拡大図，円の面積［N＝3］

主体的・対話的で深い学びが必要な学習内容に対する理由
（複数回答可）

0.0（％）
33.3（％）
33.3（％）

0.0（％）

100.0（％）
33.3（％）
33.3（％）

88.9（％）

33.3（％）
0.0（％）

33.3（％）
33.3（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

22.2（％）

0.0（％）
33.3（％）
33.3（％）

22.2（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

練習問題が多い

配当時間が多い

図や言葉を使って説明しやすい

題材の場面設定がしやすい

既習事項が身についている
0.0（％）
0.0（％）

20.0（％）
0.0（％）

0.0（％）
0.0（％）

20.0（％）
50.0（％）

0.0（％）
100.0（％）
100.0（％）

0.0（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

50.0（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

授業で指導しやすいと感じる学習内容に対する理由
（複数回答可）
最上段：三角形・平行四辺形・ひし形・台形の面積［N＝2］
中上段：長方形・正方形の面積［N＝5］
中下段：正三角形，二等辺三角形［N＝1］
最下段：縮図と拡大図，円の面積［N＝0］

※このページの棒グラフの模様は 53，54 ページのグラフの凡例に記載されている領域の模様に対応しています。
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「主体的・対話的で深い学びが必要な学習内容」は，上位３つまで複数回答可で，「ヒストグラム，相対度数，
累積度数」が５人（18.5％），「平行線と角，多角形の角」が４人（14.8％）であった。その理由として，「ヒ
ストグラム，相対度数，累積度数」では，５人のうち３人（60.0％）が「多様な考え方があり話し合いやす
い」を選択した。また，「平行線と角，多角形の角」では，４人全員（100％）が「多様な考え方があり話
し合いやすい」を選択した。
「授業での指導のしやすさ」と「主体的・対話的で深い学びの必要性」に関連性が見込まれる中学校数学
の学習内容として統計的に有意なものはみられなかった。

DATA4-② 　�主体的・対話的で深い学びが実践できている（実施が必要だと思われる）学習内容との関
連性について（中学校数学）

Q 既に主体的・対話的で深い学びが実践できている学習内容，またこれから実施が必要だと思われる
学習内容とその理由を挙げてください。（中学校数学）（D-６）

Q 授業で指導しやすい（児童生徒が理解しやすい）と感じる学習内容とその理由を挙げてください。（中
学校数学）（D-２）
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0（％）20（％）40（％）60（％） 60（％）40（％）20（％）0（％）

数と式 図形 関数 データの活用

正の数・負の数の意味
正の数・負の数の計算

文字を用いた式，素数，素因数分解
一元一次方程式

平面図形の作図，直線や平面の位置関係
投影図，平行移動，対称移動，回転移動

扇形の弧の長さと面積，柱体・錐体・球の表面積・体積
関数関係の意味

座標の意味
比例・反比例

比例・反比例の表，式，グラフ
ヒストグラム，相対度数，累積度数
多数回の試行によって得られる確率

文字を用いた式の四則計算
連立二元一次方程式

平行線と角，多角形の角
三角形の合同条件，平面図形の性質

証明の必要性と意味，反例
証明の方法

事象と一次関数
二元一次方程式と関数

一次関数の表，式，グラフ
四分位範囲，箱ひげ図

場合の数を基にして得られる確率
確率を求めること

平方根
式の展開と因数分解

二次方程式
三角形の相似条件，三平方の定理

平行線と線分の比
相似比・面積比・体積比
円周角と中心角の関係
事象と関数Y＝aX2

関数 Y＝aX2 の表，式，グラフ
いろいろな事象と関数

標本調査の必要性と意味
標本を取り出し整理すること

母集団の傾向をとらえ説明すること 3.7（％）
0.0（％）

3.7（％）
7.4（％）
7.4（％）

0.0（％）
3.7（％）
3.7（％）
3.7（％）

11.1（％）
3.7（％）
0.0（％）

7.4（％）
11.1（％）

0.0（％）
3.7（％）
3.7（％）
3.7（％）

7.4（％）
7.4（％）
3.7（％）

7.4（％）
14.8（％）

3.7（％）
7.4（％）

0.0（％）
18.5（％）

0.0（％）
7.4（％）
3.7（％）
0.0（％）
0.0（％）

7.4（％）
11.1（％）

0.0（％）
3.7（％）
0.0（％）

3.7（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
3.2（％）
0.0（％）

6.5（％）
3.2（％）
3.2（％）
0.0（％）
0.0（％）

16.1（％）
22.6（％）

0.0（％）
3.2（％）
3.2（％）
0.0（％）
3.2（％）
3.2（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

6.5（％）
25.8（％）

12.9（％）
19.4（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
3.2（％）
0.0（％）
0.0（％）

9.7（％）
9.7（％）

6.5（％）
16.1（％）

0.0（％）
25.8（％）

32.3（％）

3年生

2年生

1年生

主体的・対話的で深い学びが必要な学習内容
（上位 3つまで複数回答可）［N＝27］

授業で指導しやすいと感じる学習内容
（上位 3つまで複数回答可）［N＝31］



58

0（％） 20（％） 40（％） 60（％） 80（％） 100（％）

0（％） 20（％） 40（％） 60（％） 80（％） 100（％）

最上段：ヒストグラム，相対度数，累積度数［N＝5］
中上段：平行線と角，多角形の角［N＝4］
中下段：確率を求めること［N＝3］
最下段：三角形の相似条件，三平方の定理［N＝3］

主体的・対話的で深い学びが必要な学習内容に対する理由
（複数回答可）

0.0（％）
33.3（％）

0.0（％）
40.0（％）

33.3（％）
33.3（％）

100.0（％）
60.0（％）

33.3（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

0.0（％）
33.3（％）

0.0（％）
20.0（％）

66.7（％）
0.0（％）

25.0（％）
20.0（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

0.0（％）
100.0（％）

37.5（％）
0.0（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

0.0（％）
0.0（％）

75.0（％）
0.0（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

0.0（％）
0.0（％）

12.5（％）
0.0（％）

練習問題が多い

配当時間が多い

図や言葉を使って説明しやすい

題材の場面設定がしやすい

既習事項が身についている

授業で指導しやすいと感じる学習内容に対する理由
（複数回答可）
最上段：ヒストグラム，相対度数，累積度数［N＝0］
中上段：平行線と角，多角形の角［N＝8］
中下段：確率を求めること［N＝1］
最下段：三角形の相似条件，三平方の定理［N＝0］

時間が確保できる

多様な発表につながる

学習内容の関連づけがしやすい

個別にじっくりと追究しやすい

多様な考え方があり話し合いやすい

児童生徒にとって身近で興味関心が高い

※このページの棒グラフの模様は，57 ページのグラフの凡例に記載されている領域の模様に対応しています。
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0（％） 20（％） 40（％） 60（％） 80（％） 100（％）

0（％） 20（％） 40（％） 60（％） 80（％） 100（％）

最上段：ヒストグラム，相対度数，累積度数［N＝5］
中上段：平行線と角，多角形の角［N＝4］
中下段：確率を求めること［N＝3］
最下段：三角形の相似条件，三平方の定理［N＝3］

主体的・対話的で深い学びが必要な学習内容に対する理由
（複数回答可）

0.0（％）
33.3（％）

0.0（％）
40.0（％）

33.3（％）
33.3（％）

100.0（％）
60.0（％）

33.3（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

0.0（％）
33.3（％）

0.0（％）
20.0（％）

66.7（％）
0.0（％）

25.0（％）
20.0（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

0.0（％）
100.0（％）

37.5（％）
0.0（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

0.0（％）
0.0（％）

75.0（％）
0.0（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

0.0（％）
0.0（％）

12.5（％）
0.0（％）

練習問題が多い

配当時間が多い

図や言葉を使って説明しやすい

題材の場面設定がしやすい

既習事項が身についている

授業で指導しやすいと感じる学習内容に対する理由
（複数回答可）
最上段：ヒストグラム，相対度数，累積度数［N＝0］
中上段：平行線と角，多角形の角［N＝8］
中下段：確率を求めること［N＝1］
最下段：三角形の相似条件，三平方の定理［N＝0］

時間が確保できる

多様な発表につながる

学習内容の関連づけがしやすい

個別にじっくりと追究しやすい

多様な考え方があり話し合いやすい

児童生徒にとって身近で興味関心が高い

※このページの棒グラフの模様は，57 ページのグラフの凡例に記載されている領域の模様に対応しています。
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「デジタル教材の活用が有効な学習内容」は，上位３つまで複数回答可で，六年生の「縮図と拡大図，円
の面積」が９人（32.1％），「線対称，点対称」が８人（28.6％）であった。有効な理由として，「縮図と拡
大図，円の面積」では，９人のうち６人（66.7％）が「図や音声や動画を使って説明しやすい」を選択し，「線
対称，点対称」では８人のうち４人（50.0％）が「図や音声や動画を使って説明しやすい」を選択した。
「授業での指導のしやすさ」と「デジタル教材の利用で理解度が高まること」に関連性が見込まれる小学
校算数の学習内容として統計的に有意なものはみられなかった。

DATA4-③ 　デジタル教材の利用で理解度が高まると感じる学習内容との関連性について（小学校算数）

Q デジタル教材の利用で理解度が高まると感じる学習内容とその理由を挙げてください。（小学校算数）
（D-９）

Q 授業で指導しやすい（児童生徒が理解しやすい）と感じる学習内容とその理由を挙げてください。（小
学校算数）（D-２）
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0（％）20（％）40（％）60（％） 60（％）40（％）20（％）0（％）

数と計算 図形 測定 データの活用

100までの数
1位数の加法と減法

平面図形の構成と分解
立体図形の構成と分解

量の大きさの直接比較・間接比較
任意単位を用いた大きさ

時刻の読み方
絵や図を用いた数量表現

十進位取り記数法
数の相対的な大きさ
2位数の加法と減法

加法と減法の相互関係
乗法九九

三角形，四角形
直角三角形

長方形，正方形
長さやかさの単位

時間の単位
簡単な表やグラフ
整数の加法と減法

整数の乗法
小数の加法と減法

□を用いた式
円，球

正三角形，二等辺三角形
角

長さや重さの単位
時刻や時間の計算

表，棒グラフ
複数の棒グラフを組み合わせたグラフ 0.0（％）

0.0（％）
3.6（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

3.6（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

3.6（％）
10.7（％）

3.6（％）
3.6（％）
3.6（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

3.6（％）
0.0（％）

3.6（％）
0.0（％）
0.0（％）

7.1（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

三年生

二年生

一年生

0.0（％）
3.3（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
3.3（％）

0.0（％）
3.3（％）
3.3（％）

0.0（％）
10.0（％）
13.3（％）

0.0（％）
3.3（％）
3.3（％）

0.0（％）
13.3（％）

23.3（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
3.3（％）

0.0（％）
3.3（％）

0.0（％）
0.0（％）
3.3（％）

13.3（％）
10.0（％）

デジタル教材の利用で理解度が高まると感じる学習内容
（上位 3つまで複数回答可）［N＝28］

授業で指導しやすいと感じる学習内容
（上位 3つまで複数回答可）［N＝30］



60

0（％）20（％）40（％）60（％） 60（％）40（％）20（％）0（％）

数と計算 図形 測定 データの活用

100までの数
1位数の加法と減法

平面図形の構成と分解
立体図形の構成と分解

量の大きさの直接比較・間接比較
任意単位を用いた大きさ

時刻の読み方
絵や図を用いた数量表現

十進位取り記数法
数の相対的な大きさ
2位数の加法と減法

加法と減法の相互関係
乗法九九

三角形，四角形
直角三角形

長方形，正方形
長さやかさの単位

時間の単位
簡単な表やグラフ
整数の加法と減法

整数の乗法
小数の加法と減法

□を用いた式
円，球

正三角形，二等辺三角形
角

長さや重さの単位
時刻や時間の計算

表，棒グラフ
複数の棒グラフを組み合わせたグラフ 0.0（％）

0.0（％）
3.6（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

3.6（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

3.6（％）
10.7（％）

3.6（％）
3.6（％）
3.6（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

3.6（％）
0.0（％）

3.6（％）
0.0（％）
0.0（％）

7.1（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

三年生

二年生

一年生

0.0（％）
3.3（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
3.3（％）

0.0（％）
3.3（％）
3.3（％）

0.0（％）
10.0（％）
13.3（％）

0.0（％）
3.3（％）
3.3（％）

0.0（％）
13.3（％）

23.3（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
3.3（％）

0.0（％）
3.3（％）

0.0（％）
0.0（％）
3.3（％）

13.3（％）
10.0（％）

デジタル教材の利用で理解度が高まると感じる学習内容
（上位 3つまで複数回答可）［N＝28］

授業で指導しやすいと感じる学習内容
（上位 3つまで複数回答可）［N＝30］
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0（％）20（％）40（％）60（％） 60（％）40（％）20（％）0（％）

数と計算 図形 変化と関係 データの活用

概数と四捨五入
整数の除法

小数×整数，小数÷整数
同分母分数の加法と減法

（　）を用いた式
垂直と平行，台形，平行四辺形，ひし形

直方体，立方体
面積の単位，角の大きさの単位

長方形・正方形の面積
メートル法の単位の仕組み

伴って変わる 2つの数量関係
折れ線グラフ

二次元表，複数系列のグラフ
複数のグラフを組み合わせたグラフ

偶数・奇数，倍数・約数
小数×小数，小数÷小数
異分母分数の加法と減法

図形の合同，正多角形，円周率
角柱と円柱

三角形・平行四辺形・ひし形・台形の面積
体積の単位，直方体・立方体の体積

異種の 2つの量の割合
単位量当たりの大きさ，速さ

同種の 2つの量の割合，百分率
円グラフ，帯グラフ

複数の帯グラフの比較
統計的な問題解決の方法

測定値の平均
分数の乗法，分数の除法

文字を用いた式
線対称，点対称

縮図と拡大図，円の面積
角柱・円柱の体積

比
比例・反比例

データの平均値，中央値，最頻値
度数分布表

起こりうる場合 0.0（％）
3.3（％）
3.3（％）

0.0（％）
10.0（％）

3.3（％）
0.0（％）
3.3（％）

0.0（％）
6.7（％）

3.3（％）
0.0（％）
0.0（％）

6.7（％）
3.3（％）
3.3（％）

0.0（％）
0.0（％）

6.7（％）
3.3（％）

0.0（％）
3.3（％）
3.3（％）
3.3（％）

0.0（％）
0.0（％）
3.3（％）

0.0（％）
0.0（％）

16.7（％）
3.3（％）
3.3（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
3.3（％）
6.7（％）

3.3（％）

0.0（％）
3.6（％）
0.0（％）

10.7（％）
0.0（％）
0.0（％）

32.1（％）
28.6（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

7.1（％）
3.6（％）

17.9（％）
10.7（％）

0.0（％）
3.6（％）
0.0（％）

3.6（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

7.1（％）
0.0（％）

7.1（％）
10.7（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

六年生

五年生

四年生

デジタル教材の利用で理解度が高まると感じる学習内容
（上位 3つまで複数回答可）［N＝28］

授業で指導しやすいと感じる学習内容
（上位 3つまで複数回答可）［N＝30］
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0（％） 20（％） 40（％） 60（％） 80（％） 100（％）

コミュニケーションが取りやすい

児童・生徒の学習状況が理解しやすい

作業効率があがり授業が行いやすい

図や音声や動画を使って説明しやすい

適したアプリケーションが利用できる

0（％） 20（％） 40（％） 60（％） 80（％） 100（％）

練習問題が多い

配当時間が多い

図や言葉を使って説明しやすい

題材の場面設定がしやすい

既習事項が身についている

中下段：体積の単位，直方体・立方体の体積［N＝5］

最上段：縮図と拡大図，円の面積［N＝9］
中上段：線対称，点対称［N＝8］

最下段：三角形・平行四辺形・ひし形・台形の面積［N＝3］

デジタル教材の利用で理解度が高まると感じる学習内容に対する理由
（複数回答可）

最上段：縮図と拡大図，円の面積［N＝0］
中上段：線対称，点対称［N＝1］
中下段：体積の単位，直方体・立方体の体積［N＝0］
最下段：三角形・平行四辺形・ひし形・台形の面積［N＝2］

授業で指導しやすいと感じる学習内容に対する理由
（複数回答可）

33.3（％）
40.0（％）

25.0（％）
33.3（％）

100.0（％）
20.0（％）

50.0（％）
66.7（％）

33.3（％）
20.0（％）

12.5（％）
11.1（％）

33.3（％）
20.0（％）

0.0（％）
0.0（％）

33.3（％）
0.0（％）
0.0（％）

11.1（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

50.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

0.0（％）
0.0（％）

100.0（％）
0.0（％）

50.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

※このページの棒グラフの模様は，60，61 ページのグラフの凡例に記載されている領域の模様に対応しています。
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0（％） 20（％） 40（％） 60（％） 80（％） 100（％）

コミュニケーションが取りやすい

児童・生徒の学習状況が理解しやすい

作業効率があがり授業が行いやすい

図や音声や動画を使って説明しやすい

適したアプリケーションが利用できる

0（％） 20（％） 40（％） 60（％） 80（％） 100（％）

練習問題が多い

配当時間が多い

図や言葉を使って説明しやすい

題材の場面設定がしやすい

既習事項が身についている

中下段：体積の単位，直方体・立方体の体積［N＝5］

最上段：縮図と拡大図，円の面積［N＝9］
中上段：線対称，点対称［N＝8］

最下段：三角形・平行四辺形・ひし形・台形の面積［N＝3］

デジタル教材の利用で理解度が高まると感じる学習内容に対する理由
（複数回答可）

最上段：縮図と拡大図，円の面積［N＝0］
中上段：線対称，点対称［N＝1］
中下段：体積の単位，直方体・立方体の体積［N＝0］
最下段：三角形・平行四辺形・ひし形・台形の面積［N＝2］

授業で指導しやすいと感じる学習内容に対する理由
（複数回答可）

33.3（％）
40.0（％）

25.0（％）
33.3（％）

100.0（％）
20.0（％）

50.0（％）
66.7（％）

33.3（％）
20.0（％）

12.5（％）
11.1（％）

33.3（％）
20.0（％）

0.0（％）
0.0（％）

33.3（％）
0.0（％）
0.0（％）

11.1（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

50.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

0.0（％）
0.0（％）

100.0（％）
0.0（％）

50.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
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0.0（％）
0.0（％）
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※このページの棒グラフの模様は，60，61 ページのグラフの凡例に記載されている領域の模様に対応しています。
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「中学校数学でデジタル教材の活用が有効な学習内容」は，上位３つまで複数回答可で，一年生の「投影図，
平行移動，対称移動，回転移動」が18人（64.3％），「平面図形の作図，直線や平面の位置関係」が５人（17.9％）
であった。有効な理由として，「投影図，平行移動，対称移動，回転移動」では，18人のうち12人（66.7％）
が「図や音声や動画を使って説明しやすい」を選択し，「平面図形の作図，直線や平面の位置関係」では，
５人のうち４人（80.0％）が「図や音声や動画を使って説明しやすい」を選択した。
「『授業での指導のにくさ』と『デジタル教材の利用で理解度が高まること』に関連性が見込まれる中学校
数学の学習内容」として統計的に有意なものはみられなかった。

DATA4-④ 　デジタル教材の利用で理解度が高まると感じる学習内容との関連性について（中学校数学）

Q デジタル教材の利用で理解度が高まると感じる学習内容とその理由を挙げてください。（中学校数学）
（D-９）

Q 授業で指導しにくい（児童生徒が理解しにくい）と感じる学習内容とその理由を挙げてください。（中
学校数学）（D-３）
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0（％）20（％）40（％）60（％） 60（％）40（％）20（％）0（％）

数と計算 図形 関数 データの活用

正の数・負の数の意味
正の数・負の数の計算

文字を用いた式，素数，素因数分解
一元一次方程式

平面図形の作図，直線や平面の位置関係
投影図，平行移動，対称移動，回転移動

扇形の弧の長さと面積，柱体・錐体・球の表面積・体積
関数関係の意味

座標の意味
比例・反比例

比例・反比例の表，式，グラフ
ヒストグラム，相対度数，累積度数
多数回の試行によって得られる確率

文字を用いた式の四則計算
連立二元一次方程式

平行線と角，多角形の角
三角形の合同条件，平面図形の性質

証明の必要性と意味，反例
証明の方法

事象と一次関数
二元一次方程式と関数

一次関数の表，式，グラフ
四分位範囲，箱ひげ図

場合の数を基にして得られる確率
確率を求めること

平方根
式の展開と因数分解

二次方程式
三角形の相似条件，三平方の定理

平行線と線分の比
相似比・面積比・体積比
円周角と中心角の関係
事象と関数Y＝aX2

関数 Y＝aX2 の表，式，グラフ
いろいろな事象と関数

標本調査の必要性と意味
標本を取り出し整理すること

母集団の傾向をとらえ説明すること 0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

10.7（％）
7.1（％）
7.1（％）

0.0（％）
3.6（％）
3.6（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
3.6（％）

10.7（％）
0.0（％）
3.6（％）

0.0（％）
0.0（％）

7.1（％）
7.1（％）

0.0（％）
0.0（％）
3.6（％）

10.7（％）
3.6（％）

0.0（％）
3.6（％）
7.1（％）

14.3（％）
64.3（％）

17.9（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

3.3（％）
0.0（％）

3.3（％）
10.0（％）
10.0（％）
6.7（％）
3.3（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

3.3（％）
13.3（％）

0.0（％）
0.0（％）

6.7（％）
23.3（％）

3.3（％）
10.0（％）

33.3（％）
13.3（％）

3.3（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

3.3（％）
16.7（％）

0.0（％）
3.3（％）
3.3（％）
0.0（％）

23.3（％）
3.3（％）

13.3（％）
3.3（％）

6.7（％）
6.7（％）

0.0（％）

三年生

二年生

一年生

授業で指導しにくいと感じる学習内容
（上位 3つまで複数回答可）［N＝30］

デジタル教材の利用で理解度が高まると感じる
学習内容（上位 3つまで複数回答可）［N＝28］
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三年生

二年生

一年生

授業で指導しにくいと感じる学習内容
（上位 3つまで複数回答可）［N＝30］

デジタル教材の利用で理解度が高まると感じる
学習内容（上位 3つまで複数回答可）［N＝28］
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0（％） 20（％） 40（％） 60（％） 80（％） 100（％）

コミュニケーションが取りやすい

児童生徒の学習状況が理解しやすい

作業効率があがり授業が行いやすい

図や音声や動画を使って説明しやすい

適したアプリケーションが利用できる

0（％） 20（％） 40（％） 60（％） 80（％） 100（％）

練習問題が少ない

配当時間が少ない

図や言葉を使って説明しにくい

題材の場面設定がしにくい

既習事項が身についていない

最上段：投影図，平行移動，対称移動，回転移動［N＝18］
中上段：平面図形の作図，直線や平面の位置関係［N＝5］
中下段：扇形の弧の長さと面積，柱体・錐体・球の表面積・体積［N＝4］
最下段：関数Y＝aX2 の表，式，グラフ［N＝3］

デジタル教材の利用で理解度が高まると感じる学習内容に対する理由
（複数回答可）

最上段：投影図，平行移動，対称移動，回転移動［N＝1］
中上段：平面図形の作図，直線や平面の位置関係［N＝4］
中下段：扇形の弧の長さと面積，柱体・錐体の表面積・体積，球の表面積・体積［N＝7］
最下段：関数Y＝aX2 の表，式，グラフ［N=3］

授業で指導しにくいと感じる学習内容に対する理由
（複数回答可）
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20.0（％）
22.2（％）

100.0（％）
75.0（％）
80.0（％）

66.7（％）

66.7（％）
0.0（％）
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16.7（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
5.6（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

66.7（％）
71.4（％）

25.0（％）
0.0（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

33.3（％）
14.3（％）

75.0（％）
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0.0（％）
28.6（％）

0.0（％）
0.0（％）

33.3（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

※このページの棒グラフの模様は，64 ページのグラフの凡例に記載されている領域の模様に対応しています。
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回答者数240人に対して反応率7.9%以上であった「小学校理科で主体的・対話的で深い学びが必要な学
習内容」のうち，「水溶液の性質」が16.3％，「燃焼の仕組み」が14.2％，「金属，水，空気と温度」が
12.9％，「空気と水の性質」が9.6％であった。その理由として，「水溶液の性質」では，回答者数39人のう
ち51.3％が「多様な考え方があり話し合いやすい」を選択し，30.8％が「児童生徒にとって身近で興味関
心が高い」を選択した。「燃焼の仕組み」では，回答者数34人のうち58.8％が「児童生徒にとって身近で興
味関心が高い」を選択し，52.9％が「多様な考え方があり話し合いやすい」を選択した。「金属，水，空気
と温度」では，回答者数31人のうち46.7％が「多様な考え方があり話し合いやすい」及び「児童生徒にとっ
て身近で興味関心が高い」を選択した。「空気と水の性質」では，回答者数23人のうち52.2％が「児童生徒
にとって身近で興味関心が高い」を選択し，47.8％が「多様な考え方があり話し合いやすい」を選択した。
したがって，物質領域の「水溶液の性質」，「燃焼の仕組み」，「金属，水，空気と温度」，「空気と水の性質」
の全てで，「多様な考え方があり話し合いやすい」ことや「児童生徒にとって身近で興味関心が高い」こと
が主体的・対話的で深い学びが実践できている（実施が必要だと思われる）主な理由となっていることがわ
かる。
「『授業での指導のしやすさ』と『主体的・対話的で深い学びの必要性』に関連性が見込まれる小学校理科
の学習内容」は「水溶液の性質」，「燃焼の仕組み」，「金属，水，空気と温度」，「空気と水の性質」などの物
質領域と，その他エネルギー領域の多くの学習内容であった。「水溶液の性質」では回答者数25人のうち
80.0％が授業で指導しやすいと感じる理由として「実験観察が行いやすい」を選択した。「燃焼の仕組み」
では，回答者数38人のうち71.1％が授業で指導しやすいと感じる理由として「実験観察が行いやすい」を
選択した。「金属，水，空気と温度」では，回答者数21人のうち85.7％が授業で指導しやすいと感じる理由
として「実験観察が行いやすい」を選択した。「空気と水の性質」では，回答者数35人のうち68.6％が授業
で指導しやすいと感じる理由として「実験観察が行いやすい」を選択した。したがって，物質領域の「水溶
液の性質」，「燃焼の仕組み」，「金属，水，空気と温度」，「空気と水の性質」の全てで，「実験観察が行いや
すい」ために授業で指導しやすいと感じることが，「多様な考え方があり話し合いやすい」ために主体的・
対話的で深い学びが実践できている（実施が必要だと思われる）ことにつながると考えられる。

DATA4-⑤ 　�主体的・対話的で深い学びが実践できている（実施が必要だと思われる）学習内容との関
連性について（小学校理科）

Q 既に主体的・対話的で深い学びが実践できている学習内容，またこれから実施が必要だと思われる
学習内容とその理由を挙げてください。（小学校理科）（D-９）

Q 授業で指導しやすい（児童生徒が理解しやすい）と感じる学習内容とその理由を挙げてください。（小
学校理科）（D-4）
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対話的で深い学びが実践できている（実施が必要だと思われる）ことにつながると考えられる。

DATA4-⑤ 　�主体的・対話的で深い学びが実践できている（実施が必要だと思われる）学習内容との関
連性について（小学校理科）

Q 既に主体的・対話的で深い学びが実践できている学習内容，またこれから実施が必要だと思われる
学習内容とその理由を挙げてください。（小学校理科）（D-９）

Q 授業で指導しやすい（児童生徒が理解しやすい）と感じる学習内容とその理由を挙げてください。（小
学校理科）（D-4）
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エネルギー領域 物質領域 生命領域 環境領域 地球領域

光と音の性質

風とゴムの力の働き

電気の通り道

磁石の性質

物と重さ

身の回りの生物

太陽と地面の様子

電気の働き

空気と水の性質

金属，水，空気と温度

季節と生物

人の体のつくりと運動

天気の様子

月と星

雨水の行方と地面の様子

振り子の運動

電流がつくる磁力

物の溶け方（溶けている物の均一性を含む）

植物の発芽，成長，結実

動物の誕生

流れる水の働きと土地の変化

天気の変化

てこの規則性

電気の利用

燃焼の仕組み

水溶液の性質

植物の養分と水の通り道

人の体のつくりと働き

生物と環境

土地のつくりと変化

月と太陽 2.1（％）

1.7（％）

5.4（％）

4.6（％）

1.3（％）

16.3（％）

14.2（％）

5.4（％）

8.8（％）
4.6（％）

3.3（％）

5.4（％）

9.2（％）
9.2（％）

4.2（％）
4.6（％）

1.3（％）

1.7（％）

2.9（％）

4.2（％）

4.2（％）

12.9（％）

9.6（％）

6.3（％）
2.1（％）

5.4（％）
4.2（％）

7.9（％）

9.2（％）

7.9（％）

5.4（％）

0.8（％）

2.0（％）

2.4（％）

3.2（％）

2.4（％）

9.9（％）

15.1（％）

3.2（％）

12.3（％）

2.8（％）
4.8（％）

3.2（％）

6.0（％）

15.1（％）

4.0（％）

10.7（％）

0.4（％）

2.8（％）

1.6（％）

4.4（％）

2.8（％）

8.3（％）

13.9（％）

13.9（％）

5.2（％）

12.3（％）

8.3（％）

17.9（％）

13.5（％）

17.1（％）

7.5（％）

五年生

六年生

四年生

三年生

主体的・対話的で深い学びが必要な学習内容
（上位 3つまで複数回答可）［N＝240］

授業で指導しやすいと感じる学習内容
（上位 3つまで複数回答可）［N＝252］
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0（％） 20（％） 40（％） 60（％） 80（％） 100（％）

時間が確保できる

学習後の振り返り活動がしやすい

多様な発表につながる

学習内容の関連付けがしやすい

個別にじっくりと追及しやすい

多様な考え方があり話し合いやすい

児童生徒にとって身近で興味関心が高い

0（％） 20（％） 40（％） 60（％） 80（％） 100（％）

配当時間が多い

新しく学ぶ用語や概念が少ない

図や言葉を使って説明しやすい

学習の動機づけがしやすい

既習事項が身についている

実験観察が行いやすい

最上段：水溶液の性質［N＝39］
中上段：燃焼の仕組み［N＝34］
中下段：金属，水，空気と温度［N＝31］
最下段：空気と水の性質［N＝23］

主体的・対話的で深い学びが必要な学習内容に対する理由
（複数回答可）

最上段：水溶液の性質［N＝25］
中上段：燃焼の仕組み［N＝38］
中下段：金属，水，空気と温度［N＝21］
最下段：空気と水の性質［N＝35］

授業で指導しやすいと感じる学習内容に対する理由
（複数回答可）

68.6（％）
85.7（％）

71.1（％）
80.0（％）

0.0（％）
0.0（％）
2.6（％）
8.0（％）

37.1（％）
47.6（％）

36.8（％）
32.0（％）

14.3（％）
19.0（％）

28.9（％）
24.0（％）

0.0（％）
0.0（％）
2.6（％）
0.0（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

52.2（％）
46.7（％）

58.8（％）
30.8（％）

47.8（％）
46.7（％）
52.9（％）
51.3（％）

21.7（％）
13.3（％）

2.9（％）
15.4（％）

0.0（％）
23.3（％）

17.6
17.9（％）

8.7（％）
10.0（％）
14.7（％）
12.8（％）

8.7（％）
6.7（％）
5.9（％）

25.6（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
2.6（％）

※このページの棒グラフの模様は，67 ページのグラフの凡例に記載されている領域の模様に対応しています。
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新しく学ぶ用語や概念が少ない

図や言葉を使って説明しやすい

学習の動機づけがしやすい

既習事項が身についている

実験観察が行いやすい

最上段：水溶液の性質［N＝39］
中上段：燃焼の仕組み［N＝34］
中下段：金属，水，空気と温度［N＝31］
最下段：空気と水の性質［N＝23］

主体的・対話的で深い学びが必要な学習内容に対する理由
（複数回答可）

最上段：水溶液の性質［N＝25］
中上段：燃焼の仕組み［N＝38］
中下段：金属，水，空気と温度［N＝21］
最下段：空気と水の性質［N＝35］

授業で指導しやすいと感じる学習内容に対する理由
（複数回答可）

68.6（％）
85.7（％）

71.1（％）
80.0（％）

0.0（％）
0.0（％）
2.6（％）
8.0（％）

37.1（％）
47.6（％）

36.8（％）
32.0（％）

14.3（％）
19.0（％）

28.9（％）
24.0（％）

0.0（％）
0.0（％）
2.6（％）
0.0（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

52.2（％）
46.7（％）

58.8（％）
30.8（％）

47.8（％）
46.7（％）
52.9（％）
51.3（％）

21.7（％）
13.3（％）

2.9（％）
15.4（％）

0.0（％）
23.3（％）

17.6
17.9（％）

8.7（％）
10.0（％）
14.7（％）
12.8（％）

8.7（％）
6.7（％）
5.9（％）

25.6（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
2.6（％）

※このページの棒グラフの模様は，67 ページのグラフの凡例に記載されている領域の模様に対応しています。
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回答者数28人に対して反応率14.3%以上であった「中学校理科で主体的・対話的で深い学びが必要な学
習内容」のうち，「自然環境の保全と科学技術の利用（環境）」が17.9％，「自然の恵みと気象災害」が
14.3％であった。その理由として，「自然環境の保全と科学技術の利用（環境）」では，回答者数５人のうち
３人（60.0％）が「多様な発表につながる」を選択した。「自然の恵みと気象災害」では，回答者数４人の
うち２人（50.0％）が「個別にじっくりと追及しやすい」，「多様な考え方があり話し合いやすい」，「児童生
徒にとって身近で興味関心が高い」を選択した。
「『授業での指導のしやすさ』と『主体的・対話的で深い学びの必要性』に関連性が見込まれる中学校理科
の学習内容」として統計的に有意なものはみられなかった。

DATA4-⑥ 　�主体的・対話的で深い学びが実践できている（実施が必要だと思われる）学習内容との関
連性について（中学校理科）

Q 授業で指導しやすい（児童生徒が理解しやすい）と感じる学習内容とその理由を挙げてください。（中
学校理科）（D-4）

Q 既に主体的・対話的で深い学びが実践できている学習内容，またこれから実施が必要だと思われる
学習内容とその理由を挙げてください。（中学校理科）（D-９）
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0（％）20（％）40（％）60（％） 60（％）40（％）20（％）0（％）

エネルギー領域 物質領域 生命領域 環境領域 地球領域

光と音
力の働き

物質のすがた
水溶液
状態変化

植物の体の相違点と共通点
生物の観察と分類の仕方

身近な地形や地層，岩石の観察
地層の重なりと過去の様子

火山と地震
自然の恵みと火山災害・地震災害

電流
電流と磁界

物質の成り立ち
化学変化

化学変化と物質の質量
生物と細胞

植物の体のつくりと働き
動物の体のつくりと働き

気象観測
天気の変化
日本の気象

自然の恵みと気象災害
力のつり合いと合成・分解

運動の規則性
力学的エネルギー
エネルギーと物質
水溶液とイオン
化学変化と電池

自然環境の保全と科学技術の利用（物質）
生物の成長と殖え方

遺伝の規則性と遺伝子
生物の多様性と進化

生物と環境
自然環境の保全と科学技術の利用（環境）

天体の動きと地球の自転・公転
太陽系と恒星 7.1（％）

3.6（％）
17.9（％）

10.7（％）
0.0（％）

7.1（％）
0.0（％）

7.1（％）
7.1（％）
3.6（％）

7.1（％）
3.6（％）
3.6（％）
3.6（％）

14.3（％）
7.1（％）

0.0（％）
0.0（％）

10.7（％）
3.6（％）
0.0（％）
0.0（％）

3.6（％）
7.1（％）

10.7（％）
10.7（％）

7.1（％）
3.6（％）
0.0（％）
0.0（％）

3.6（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

7.1（％）
3.6（％）

10.7（％）

0.0（％）
7.1（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
3.6（％）
3.6（％）
3.6（％）
7.1（％）

17.9（％）
0.0（％）

7.1（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

7.1（％）
7.1（％）

0.0（％）
14.3（％）

25.0（％）
7.1（％）

3.6（％）
21.4（％）

14.3（％）
3.6（％）

14.3（％）
3.6（％）
3.6（％）

0.0（％）
10.7（％）

3.6（％）
25.0（％）

0.0（％）
3.6（％）

10.7（％）
0.0（％）

10.7（％）

三年生

二年生

一年生

主体的・対話的で深い学びが必要な学習内容
（上位 3つまで複数回答可）［N=28］

授業で指導しやすいと感じる学習内容
（上位 3つまで複数回答可）［N＝28］



70

0（％）20（％）40（％）60（％） 60（％）40（％）20（％）0（％）

エネルギー領域 物質領域 生命領域 環境領域 地球領域

光と音
力の働き

物質のすがた
水溶液

状態変化
植物の体の相違点と共通点
生物の観察と分類の仕方

身近な地形や地層，岩石の観察
地層の重なりと過去の様子

火山と地震
自然の恵みと火山災害・地震災害

電流
電流と磁界

物質の成り立ち
化学変化

化学変化と物質の質量
生物と細胞

植物の体のつくりと働き
動物の体のつくりと働き

気象観測
天気の変化
日本の気象

自然の恵みと気象災害
力のつり合いと合成・分解

運動の規則性
力学的エネルギー
エネルギーと物質
水溶液とイオン
化学変化と電池

自然環境の保全と科学技術の利用（物質）
生物の成長と殖え方

遺伝の規則性と遺伝子
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自然環境の保全と科学技術の利用（環境）

天体の動きと地球の自転・公転
太陽系と恒星 7.1（％）

3.6（％）
17.9（％）

10.7（％）
0.0（％）

7.1（％）
0.0（％）

7.1（％）
7.1（％）
3.6（％）

7.1（％）
3.6（％）
3.6（％）
3.6（％）

14.3（％）
7.1（％）

0.0（％）
0.0（％）

10.7（％）
3.6（％）
0.0（％）
0.0（％）

3.6（％）
7.1（％）

10.7（％）
10.7（％）

7.1（％）
3.6（％）
0.0（％）
0.0（％）

3.6（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

7.1（％）
3.6（％）

10.7（％）

0.0（％）
7.1（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
3.6（％）
3.6（％）
3.6（％）
7.1（％）

17.9（％）
0.0（％）

7.1（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

7.1（％）
7.1（％）

0.0（％）
14.3（％）

25.0（％）
7.1（％）

3.6（％）
21.4（％）

14.3（％）
3.6（％）

14.3（％）
3.6（％）
3.6（％）

0.0（％）
10.7（％）

3.6（％）
25.0（％）

0.0（％）
3.6（％）

10.7（％）
0.0（％）

10.7（％）

三年生

二年生

一年生

主体的・対話的で深い学びが必要な学習内容
（上位 3つまで複数回答可）［N=28］

授業で指導しやすいと感じる学習内容
（上位 3つまで複数回答可）［N＝28］
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0（％） 20（％） 40（％） 60（％） 80（％） 100（％）
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学習後の振り返り活動がしやすい

多様な発表につながる

学習内容の関連づけがしやすい

個別にじっくりと追及しやすい

多様な考え方があり話し合いやすい

児重生徒にとって身近で興味関心が高い

0（％） 20（％） 40（％） 60（％） 80（％） 100（％）

配当時間が多い

新しく学ぶ用語や概念が少ない

図や言葉を使って説明しやすい

学習の動機づけがしやすい

既習事項が身についている

実験観察が行いやすい

最上段：白然環境の保全と科学技術の利用（環境）［N＝5］
中上段：自然の恵と気象災害［N＝4］
中下段：生物と環境［N＝3］
最下段：電流［N＝3］

主体的・対話的で深い学びが必要な学習内容に対する理由
（複数回答可）

最上段：自然環境の保全と科学技術の利用（環境）［N＝0］
中上段：自然の恵と気象災害［N＝0］
中下段：生物と環境［N＝0］
最下段：電流［N＝4］

授業で指導しやすいと感じる学習内容に対する理由
（複数回答可）

75.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

0.0（％）

25.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

25.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

33.3（％）
0.0（％）

50.0（％）
20.0（％）

66.7（％）
33.3（％）

50.0（％）
20.0（％）

0.0（％）
33.3（％）

50.0（％）
20.0（％）

0.0（％）
33.3（％）

0.0（％）
20.0（％）

33.3（％）
66.7（％）

25.0（％）
60.0（％）

66.7（％）
33.3（％）

25.0（％）
20.0（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

※このページの棒グラフの模様は，70 ページのグラフの凡例に記載されている領域の模様に対応しています。
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回答者数246人に対して反応率8.1%以上であった「小学校理科でデジタル教材の活用が有効な学習内容」
のうち，「人の体のつくりと働き」が22.4％，「月と星」が21.5％，「月と太陽」が19.1％，「動物の誕生」
が17.5％であった。その理由として，「人の体のつくりと働き」では，回答者数55人のうち80.0％が「図や
音声や動画を使って説明しやすい」を選択した。「月と星」では，回答者数53人のうち83.0％が「図や音声
や動画を使って説明しやすい」を選択した。「月と太陽」では，回答者数47人のうち67.4％が「図や音声や
動画を使って説明しやすい」を選択した。「動物の誕生」では，回答者数43人のうち69.8％が「図や音声や
動画を使って説明しやすい」を選択した。したがって，地球領域の「月と星」，「月と太陽」及び生命領域の
「人の体のつくりと働き」，「動物の誕生」の全てで，「図や音声や動画を使って説明しやすい」ことが，デジ
タル教材の利用で理解度が高まると感じる主な理由となっていることがわかる。
「『授業での指導のしにくさ』と『デジタル教材の有効活用』に関連性が見込まれる小学校理科の学習内容」
は「人の体のつくりと働き」，「月と星」，「月と太陽」など生命領域と地球領域の学習内容であった。「人の
体のつくりと働き」では，回答者数37人のうち51.4％が授業で指導しにくいと感じる理由として「実験観
察が行いにくい」を選択した。「月と星」では，回答者数39人のうち87.2％が授業で指導しにくいと感じる
理由として「実験観察が行いにくい」を選択した。「月と太陽」では，回答者数34人のうち79.4％が授業で
指導しにくいと感じる理由として「実験観察が行いにくい」を選択した。したがって，生命領域の「人の体
のつくりと働き」や地球領域の「月と星」，「月と太陽」では，「実験観察が行いにくい」ために授業で指導
しにくいと感じることが，「図や音声や動画を使って説明しやすい」ためにデジタル教材で理解度が高まる
と感じることにつながると考えられる。

DATA4-⑦ 　�デジタル教材の利用で理解度が高まると感じる学習内容との関連性について（小学校理科）

Q デジタル教材を利用すると理解度が高まると感じる学習内容とその理由を挙げてください。（小学校
理科）（D-12）

Q 授業で指導しにくい（児童生徒が理解しにくい）と感じる学習内容とその理由を挙げてください。（小
学校理科）（D-５）
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回答者数246人に対して反応率8.1%以上であった「小学校理科でデジタル教材の活用が有効な学習内容」
のうち，「人の体のつくりと働き」が22.4％，「月と星」が21.5％，「月と太陽」が19.1％，「動物の誕生」
が17.5％であった。その理由として，「人の体のつくりと働き」では，回答者数55人のうち80.0％が「図や
音声や動画を使って説明しやすい」を選択した。「月と星」では，回答者数53人のうち83.0％が「図や音声
や動画を使って説明しやすい」を選択した。「月と太陽」では，回答者数47人のうち67.4％が「図や音声や
動画を使って説明しやすい」を選択した。「動物の誕生」では，回答者数43人のうち69.8％が「図や音声や
動画を使って説明しやすい」を選択した。したがって，地球領域の「月と星」，「月と太陽」及び生命領域の
「人の体のつくりと働き」，「動物の誕生」の全てで，「図や音声や動画を使って説明しやすい」ことが，デジ
タル教材の利用で理解度が高まると感じる主な理由となっていることがわかる。
「『授業での指導のしにくさ』と『デジタル教材の有効活用』に関連性が見込まれる小学校理科の学習内容」
は「人の体のつくりと働き」，「月と星」，「月と太陽」など生命領域と地球領域の学習内容であった。「人の
体のつくりと働き」では，回答者数37人のうち51.4％が授業で指導しにくいと感じる理由として「実験観
察が行いにくい」を選択した。「月と星」では，回答者数39人のうち87.2％が授業で指導しにくいと感じる
理由として「実験観察が行いにくい」を選択した。「月と太陽」では，回答者数34人のうち79.4％が授業で
指導しにくいと感じる理由として「実験観察が行いにくい」を選択した。したがって，生命領域の「人の体
のつくりと働き」や地球領域の「月と星」，「月と太陽」では，「実験観察が行いにくい」ために授業で指導
しにくいと感じることが，「図や音声や動画を使って説明しやすい」ためにデジタル教材で理解度が高まる
と感じることにつながると考えられる。

DATA4-⑦ 　�デジタル教材の利用で理解度が高まると感じる学習内容との関連性について（小学校理科）

Q デジタル教材を利用すると理解度が高まると感じる学習内容とその理由を挙げてください。（小学校
理科）（D-12）

Q 授業で指導しにくい（児童生徒が理解しにくい）と感じる学習内容とその理由を挙げてください。（小
学校理科）（D-５）
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0（％）20（％）40（％）60（％） 60（％）40（％）20（％）0（％）

エネルギー領域 物質領域 生命領域 環境領域 地球領域

光と音の性質

風とゴムの力の働き

電気の通り道

磁石の性質

物と重さ

身の回りの生物

太陽と地面の様子

電気の働き

空気と水の性質

金属，水，空気と温度

季節と生物

人の体のつくりと運動

天気の様子

月と星

雨水の行方と地面の様子

振り子の運動

電流がつくる磁力

物の溶け方（溶けている物の均一性を含む）

植物の発芽，成長，結実

動物の誕生

流れる水の働きと土地の変化

天気の変化

てこの規則性

電気の利用

燃焼の仕組み

水溶液の性質

植物の養分と水の通り道

人の体のつくりと働き

生物と環境

土地のつくりと変化

月と太陽 13.4（％）

16.1（％）

5.9（％）

14.6（％）

8.7（％）

9.8（％）

2.0（％）

4.3（％）

0.8（％）

7.5（％）

13.4（％）

11.4（％）

11.8（％）

5.5（％）

10.6（％）

4.3（％）

2.4（％）

15.4（％）

4.7（％）

3.9（％）

7.1（％）

2.4（％）

1.6（％）

3.5（％）

7.9（％）

9.8（％）

0.8（％）

0.8（％）

1.6（％）

2.0（％）

7.1（％）

19.1（％）

16.3（％）

5.3（％）

22.4（％）

3.7（％）

1.2（％）

1.2（％）

1.2（％）

1.6（％）

9.8（％）

11.4（％）

17.5（％）

8.1（％）

0.8（％）

1.2（％）

1.6（％）

1.2（％）

21.5（％）

2.8（％）

8.5（％）

3.7（％）

3.7（％）

2.4（％）

2.0（％）

4.9（％）

8.9（％）

0.4（％）

0.4（％）

1.2（％）

2.0（％）

4.9（％）

五年生

六年生

四年生

三年生

授業で指導しにくいと感じる学習内容
（上位 3つまで複数回答可）[N=254]

デジタル教材の利用で理解度が高まると感じる学習内容
（上位 3つまで複数回答可）［N＝246］
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0（％） 20（％） 40（％） 60（％） 80（％） 100（％）

0（％） 20（％） 40（％） 60（％） 80（％） 100（％）

配当時間が少ない

新しく学ぶ用語や概念が多い

図や言業を使って説明しにくい

学習の動機づけがしにくい

既習事項が身についていない

実験観察が行いにくい

コミュニケーションが取りやすい

児童・生徒の学習状況が理解しやすい

作業効率が上がり授業が行いやすい

図や音声や動画を使って説明しやすい

適したアプリケーションが利用できる

7.0（％）
26.1（％）

20.8（％）
9.1（％）

69.8（％）
67.4（％）

83.0（％）
80.0（％）

18.6（％）
6.5（％）

1.9（％）
9.1（％）

4.7（％）
8.7（％）
5.7（％）
7.3（％）

2.3（％）
4.3（％）
3.8（％）

0.0（％）

最上段：人の体のつくりと働き［N＝55］
中上段：月と星［N＝53］
中下段：月と太陽［N＝47］
最下段：動物の誕生［N＝43］

最上段：人の体のつくりと働き［N＝37］
中上段：月と星［N＝39］
中下段：月と太陽［N＝34］
最下段：動物の誕生［N＝29］

授業で指導しにくいと感じる学習内容に対する理由
（複数回答可）

72.4（％）
79.4（％）

87.2（％）
51.4（％）

3.4（％）
0.0（％）
2.6（％）
2.7（％）

10.3（％）
11.8（％）

2.6（％）
16.2（％）

17.2（％）
23.5（％）

5.1（％）
5.4（％）

3.4（％）
5.9（％）

15.4（％）
43.2（％）

0.0（％）
2.9（％）
0.0（％）
2.7（％）

デジタル教材の利用で理解度が高まると感じる学習内容に対する理由
（複数回答可）

※このページの棒グラフの模様は，74 ページのグラフの凡例に記載されている領域の模様に対応しています。
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0（％） 20（％） 40（％） 60（％） 80（％） 100（％）

配当時間が少ない

新しく学ぶ用語や概念が多い

図や言業を使って説明しにくい

学習の動機づけがしにくい

既習事項が身についていない

実験観察が行いにくい

コミュニケーションが取りやすい

児童・生徒の学習状況が理解しやすい

作業効率が上がり授業が行いやすい

図や音声や動画を使って説明しやすい

適したアプリケーションが利用できる

7.0（％）
26.1（％）

20.8（％）
9.1（％）

69.8（％）
67.4（％）

83.0（％）
80.0（％）

18.6（％）
6.5（％）

1.9（％）
9.1（％）

4.7（％）
8.7（％）
5.7（％）
7.3（％）

2.3（％）
4.3（％）
3.8（％）

0.0（％）

最上段：人の体のつくりと働き［N＝55］
中上段：月と星［N＝53］
中下段：月と太陽［N＝47］
最下段：動物の誕生［N＝43］

最上段：人の体のつくりと働き［N＝37］
中上段：月と星［N＝39］
中下段：月と太陽［N＝34］
最下段：動物の誕生［N＝29］

授業で指導しにくいと感じる学習内容に対する理由
（複数回答可）

72.4（％）
79.4（％）

87.2（％）
51.4（％）

3.4（％）
0.0（％）
2.6（％）
2.7（％）

10.3（％）
11.8（％）

2.6（％）
16.2（％）

17.2（％）
23.5（％）

5.1（％）
5.4（％）

3.4（％）
5.9（％）

15.4（％）
43.2（％）

0.0（％）
2.9（％）
0.0（％）
2.7（％）

デジタル教材の利用で理解度が高まると感じる学習内容に対する理由
（複数回答可）

※このページの棒グラフの模様は，74 ページのグラフの凡例に記載されている領域の模様に対応しています。
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回答者数29人に対して反応率13.8%以上であった「中学校理科でデジタル教材の活用が有効な学習内容」
のうち，「天体の動きと地球の自転・公転」が41.4％，「太陽系と恒星」が31.0％，「天気の変化」が20.7％，
「日本の気象」が13.8％であった。その理由として，「天体の動きと地球の自転・公転」では，回答者数12
人のうち58.3％が「適したアプリケーションが適用できる」を選択し，50.0％が「図や音声や動画を使っ
て説明しやすい」を選択した。「太陽系と恒星」では，回答者数９人のうち88.9％が「図や音声や動画を使っ
て説明しやすい」を選択した。「天気の変化」では，回答者数６人全員が「図や音声や動画を使って説明し
やすい」を選択した。「日本の気象」では，回答者数４人全員が「図や音声や動画を使って説明しやすい」
を選択した。したがって，地球領域の「天体の動きと地球の自転・公転」，「太陽系と恒星」，「天気の変化」，「日
本の気象」の全てで，「図や音声や動画を使って説明しやすい」ことが，デジタル教材の利用で理解度が高
まると感じる主な理由となっていると考えられる。
「『授業での指導のしにくさ』と『デジタル教材の有効活用』に関連性が見込まれる中学校理科の学習内容」
は「天体の動きと地球の自転・公転」及び「太陽系と恒星」であった。「天体の動きと地球の自転・公転」
では回答者数９人のうち66.7％が授業で指導しにくいと感じる理由として「実験観察が行いにくい」を選択
した。「太陽系と恒星」では回答者数４名のうち75.0%が授業で指導しにくいと感じる理由として「実験観
察が行いにくい」を選択した。したがって，地球領域の「天体の動きと地球の自転・公転」や「太陽系と恒
星」では，「実験観察が行いにくい」ために授業で指導しにくいと感じることが，「図や音声や動画を使って
説明しやすい」ためにデジタル教材で理解度が高まると感じることにつながると考えられる。

DATA4-⑧ 　�デジタル教材の利用で理解度が高まると感じる学習内容との関連性について（中学校理科）

Q 授業で指導しにくい（児童生徒が理解しにくい）と感じる学習内容とその理由を挙げてください。（中
学校理科）（D-５）

Q デジタル教材を利用すると理解度が高まると感じる学習内容とその理由を挙げてください。（中学校
理科）（D-12）
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0（％）20（％）40（％）60（％） 60（％）40（％）20（％）0（％）

エネルギー領域 物質領域 生命領域 環境領域 地球領域

光と音
力の働き

物質のすがた
水溶液
状態変化

植物の体の相違点と共通点
生物の観察と分類の仕方

身近な地形や地層，岩石の観察
地層の重なりと過去の様子

火山と地震
自然の恵みと火山災害・地震災害

電流
電流と磁界

物質の成り立ち
化学変化

化学変化と物質の質量
生物と細胞

植物の体のつくりと働き
動物の体のつくりと働き

気象観測
天気の変化
日本の気象

自然の恵みと気象災害
力のつり合いと合成・分解

運動の規則性
力学的エネルギー
エネルギーと物質
水溶液とイオン
化学変化と電池

自然環境の保全と科学技術の利用（物質）
生物の成長と殖え方

遺伝の規則性と遺伝子
生物の多様性と進化

生物と環境
自然環境の保全と科学技術の利用（環境）

天体の動きと地球の自転・公転
太陽系と恒星 14.3（％）

32.1（％）
0.0（％）
0.0（％）

3.6（％）
0.0（％）

3.6（％）
0.0（％）
0.0（％）

10.7（％）
3.6（％）

14.3（％）
0.0（％）

3.6（％）
0.0（％）

7.1（％）
7.1（％）
7.1（％）

0.0（％）
3.6（％）
0.0（％）
0.0（％）

7.1（％）
0.0（％）

28.6（％）
25.0（％）

0.0（％）
0.0（％）

10.7（％）
10.7（％）

3.6（％）
0.0（％）
0.0（％）

3.6（％）
0.0（％）

3.6（％）
14.3（％）

31.0（％）
41.4（％）

0.0（％）
0.0（％）

6.9（％）
0.0（％）

10.3（％）
0.0（％）
3.4（％）

13.8（％）
0.0（％）
3.4（％）
6.9（％）
6.9（％）

3.4（％）
13.8（％）

20.7（％）
3.4（％）

10.3（％）
3.4（％）
3.4（％）

0.0（％）
0.0（％）

6.9（％）
0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）

10.3（％）
3.4（％）
3.4（％）

0.0（％）
3.4（％）

0.0（％）
0.0（％）
0.0（％）
3.4（％）
3.4（％）

三年生

二年生

一年生

授業で指導しにくいと感じる学習内容
（上位 3つまで複数回答可）[N=28]

デジタル教材の利用で理解度が高まると感じる学習内容
（上位 3つまで複数回答可）［N＝29］
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エネルギー領域 物質領域 生命領域 環境領域 地球領域

光と音
力の働き

物質のすがた
水溶液

状態変化
植物の体の相違点と共通点
生物の観察と分類の仕方

身近な地形や地層，岩石の観察
地層の重なりと過去の様子

火山と地震
自然の恵みと火山災害・地震災害

電流
電流と磁界

物質の成り立ち
化学変化

化学変化と物質の質量
生物と細胞

植物の体のつくりと働き
動物の体のつくりと働き

気象観測
天気の変化
日本の気象

自然の恵みと気象災害
力のつり合いと合成・分解

運動の規則性
力学的エネルギー
エネルギーと物質
水溶液とイオン
化学変化と電池

自然環境の保全と科学技術の利用（物質）
生物の成長と殖え方

遺伝の規則性と遺伝子
生物の多様性と進化

生物と環境
自然環境の保全と科学技術の利用（環境）

天体の動きと地球の自転・公転
太陽系と恒星 14.3（％）

32.1（％）
0.0（％）
0.0（％）

3.6（％）
0.0（％）

3.6（％）
0.0（％）
0.0（％）

10.7（％）
3.6（％）

14.3（％）
0.0（％）

3.6（％）
0.0（％）

7.1（％）
7.1（％）
7.1（％）

0.0（％）
3.6（％）
0.0（％）
0.0（％）

7.1（％）
0.0（％）

28.6（％）
25.0（％）

0.0（％）
0.0（％）

10.7（％）
10.7（％）

3.6（％）
0.0（％）
0.0（％）

3.6（％）
0.0（％）

3.6（％）
14.3（％）

31.0（％）
41.4（％）

0.0（％）
0.0（％）

6.9（％）
0.0（％）

10.3（％）
0.0（％）
3.4（％）

13.8（％）
0.0（％）
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一年生

授業で指導しにくいと感じる学習内容
（上位 3つまで複数回答可）[N=28]

デジタル教材の利用で理解度が高まると感じる学習内容
（上位 3つまで複数回答可）［N＝29］
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配当時間が少ない

新しく学ぶ用語や概念が多い

図や言葉を使って説明しにくい
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最下段：日本の気象［N＝4］
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最下段：日本の気象［N＝2］

※このページの棒グラフの模様は，76 ページのグラフの凡例に記載されている領域の模様に対応しています。




